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29年度決算　一般会計は過去最大に

災害復旧費などを増額

町政を問う　7議員が登壇

皆さんのご意見にお答えします
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町税
15億2638万円
21.5％

繰越金
4億8013万円
6.8％

その他
9億4407万円
13.3％

地方交付税
18億5937万円
26.2％

国庫支出金
10億6万円
14.1％

県支出金
6億6007万円
9.3％

町債
2億

5511万円
3.6％

その他
3億

6770万円
5.2％

自主財源
29億5059万円
（41.6％）

依存財源
41億4231万円
（58.4％）

総務費
11億3309万円
17.2％

議会費
8020万円
1.2％

災害復旧費
2万円
0.0％

公債費
4億3395万円
6.6％教育費

6億6129万円
10.0％

消防費
1億9370万円
2.9％

土木費
8億3848万円
12.7％

商工費
1352万円
0.2％ 農林水産業費

4億1989万円
6.4％

衛生費
4億4830万円
6.8％

民生費
23億5788万円
35.8％

　９月議会は、５日から21日まで17日間の会期で開催しました。29年度の決算
審査では、４つの特別会計を含む約96億円の支出を認定しました。
　そのうち、一般会計65億8032万円は前年比8.1％増で過去最高となりました。
 収入ではふるさと応援寄附金が５億7571万円に急増し、自主財源率は5％上昇
し41.6%となりました。
　支出では、暗渠排水工事や学校施設費・保育所運営費などが増加しました。
収入から支出を差し引いた残額は５億1258万円となっています。

過
去
最
高
の

億
円
を
支
出収　入 支　出 差し引き残

一　般　会　計 70億9290万円 65億8032万円 5億1258万円

国民健康保険会計

後期高齢者会計

土 地 取 得 会 計

下 水 道 会 計

21億497万円 20億1279万円 9218万円

1億8598万円 1億8069万円 529万円

1億1125万円 1億686万円 439万円

6億9056万円 6億9056万円 0

合　　計 101億8566万円 95億7121万円 6億1445万円

会計別の決算

66

町の借り
入れ金です。

返済金です。
借り入れの

医療や介護、子
育てなど福祉に
使うお金です。

自治体の規模や人口に
応じて国から交付され
るお金です。

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金です。

ごみ・し尿の処理
や、予防接種など
の費用です。

※四捨五入により合計が一致しないことがあります。

29年度
決算

収入合計 70億9290万円

支出合計 65億8032万円

町民税、固定資産税、軽自動
車税など、みなさんが町に
納めている税金です。

一般会計

特
別
会
計

ふるさと応援寄附金
5億7571万円を
含みます。

一般会計は

あんきょ
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完成した学童保育所

こ
の
よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

　ふるさと応援寄附金は、税制を通じて
ふるさとへ貢献する仕組みづくりを目的
に、平成20年に創設されました。
　大刀洗町では、インターネットでの受
付や返礼品の充実などで寄附が大きく伸
び、29年度は５億7571万円となりまし
た。

　寄附金のうち、インターネット委託や
返礼品に約５割を支出しています。
4800万円を29年度の事業の一部に充当
し、残りは基金として積み立てました。

8909万円

28年平
成

4742万円

27年平
成

291万円

26年平
成

0円

25年平
成

5億7571万円

29年平
成

（15,075件）

0

2

3

4

5

6

1

（億円）

大刀洗町への寄附額は

29年度の使い道は

インター
ネット
委託料
6827万円

返礼品・送料
2億2194万円

基金に積み立て
2億3750万円

事業に充当 4800万円

ふるさと
  寄附金
   大きく

・大堰小南校舎改築
　（6048万円）
・大刀洗小運動場の芝生化
（1624万円）
安全で快適な教育環境をめざし整備しました。

ス カイラーク上高橋の建設に

地 域ブランドのPR

住 民協議会を開催

教 育環境の充実に

本 郷学童保育所を増設

2億284
2万円

1218万
円

308万円

7672万
円

1971万
円

定住人口を維持するために
PFI方式で建設しました。
3階建、2棟、全24戸

枝豆収穫祭（215万円）や
さくら市場（641万円）のほか、
国内外（香港など）で大刀洗産
野菜をPR（362万円）しました。

住民500人を無作為抽出し、
参加希望者26名と高校生２
名を選任。
29年度は防災について協議してもらいました。

本郷学童保育所は入所者
が70名を超え、手狭と
なったため増設しました。

（29年
度分）
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借
り
入
れ
金
の
利
率
は

議員
　

町
の
借
り
入
れ
金
は
利
率
が

0.03
％
～
0.2
％
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る

が
、
ど
こ
か
ら
借
り
て
い
る
の
か
。

係長
　

償
還
年
数
や
事
業
に
よ
り
利
率

が
変
わ
る
。
一
番
有
利
な
公
的
資

金
か
ら
借
り
て
い
る
。
お
も
に
財

務
省
が
市
場
か
ら
借
り
入
れ
た
も

の
を
市
町
村
に
貸
し
付
け
て
い
る
。

学
校
芝
生
の
管
理
費
は

議員
　

１
校
あ
た
り
い
く
ら
か
か
っ
て

い
る
か
。

課長
　

管
理
委
託
料
や
肥
料
代
な
ど
年

間
76
万
円
ほ
ど
。

紙
お
む
つ
の
資
源
化
は

議員
　

29
年
か
ら
分
別
回
収
を
し
て
い

る
が
、
今
後
は
資
源
化
す
る
の
か
。

課長
　

排
出
量
や
中
身
を
分
析
し
て
い

る
。
将
来
的
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
を

考
え
て
い
る
。

交
通
安
全
協
会
の
処
遇
は

議員
　

町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
交
通
整

理
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
処
遇
は

統
一
さ
れ
て
い
る
の
か
。

課長
　

ば
ら
つ
き
が
な
い
よ
う
に
関
係

課
と
協
議
し
て
い
く
。

企
業
誘
致
の
推
進
を

議員
　

小
郡
市
は
工
業
団
地
を
増
設
し

て
い
る
。
大
刀
洗
町
は
。

課長
　

現
在
は
誘
致
す
る
土
地
が
な
く
、

農
振
除
外
が
必
要
と
な
る
た
め
、

都
市
計
画
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
て

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
あ
と
５
年

ほ
ど
土
地
改
良
事
業
が
続
く
の
で
、

終
了
後
に
見
直
し
に
着
手
す
る
。

生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

議員
　

社
協
に
委
託
し
て
い
る
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
は
。

係長
　

町
内
の
人
的
・
物
的
資
源
を
集
め
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
サ
ー
ビ
ス
、
団

体
と
団
体
を
つ
な
げ
、
町
だ
け
で
は

で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
出
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
行
政
区
内
の
居

場
所
づ
く
り
や
鳥
飼
区
の
買
い
物

サ
ー
ビ
ス
支
援
な
ど
。

全議員で決算委員会を開き、
29年度の事業を審査しました。

使われ方を
チェック

芝生の上で授業（大刀洗小）

の収納状況は税
（29年度。繰越分を含む）

収入済額 滞納額 徴収率 前年
徴収率

町民税 6億3229万円 4351万円 93.4％ 93.2％

固定資産税 7億1235万円 5361万円 92.7％ 92.7％

軽自動車税 5207万円 391万円 92.5％ 92.7％

たばこ税 1億2966万円 0 100％ 100％

計 15億2638万円 1億103万円 93.6％ 93.5％

国保税 3億7694万円 6620万円 84.7％ 83.5％

下水道使用料 2億3822万円 3433万円 87.4％ 87.5％

下記の意見をつけて決算を認定しました。

1　町税・国保税・下水道使用料ともに滞納額・
不納欠損額が年々増加傾向にある。税負担の公
平性を保つためにも、悪質な滞納者には厳しく
対処し、滞納の一掃に努めてほしい。

2　また、流用は例外的措置とされるものであり、
安易な執行を慎むこと。

3　不用額についても、適時、補正を行い効率的
な予算執行を。
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職
員
の
採
用
状
況
は

議員
　

役
場
の
非
正
規
職
員
の
割
合
は
。

ま
た
、
障
が
い
者
雇
用
は
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
。

課長
　

町
長
部
局
は
正
規
職
員
が
69
名
、

非
正
規
職
員
は
34
名
で
33
％
。
教

育
委
員
会
は
正
規
職
員
14
名
、
非

正
規
48
名
で
77
％
。

　
　
　
　

障
が
い
者
雇
用
は
、
基
準
日
の

29
年
６
月
１
日
時
点
で
は
町
長
部

局
は
２
名
で
基
準
を
満
た
し
て
い

た
が
、
現
在
は
１
名
で
法
定
雇
用
率

（
2.5
％
）に
は
達
し
て
い
な
い
。
今
後

達
成
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。（
※
）

教
育
委
員
会
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

利
用
方
法
は

議員
　

利
用
頻
度
・
利
用
方
法
・
料
金
・

事
故
の
責
任
は
。

係長
　

現
在
５
台
の
自
転
車
が
あ
り
、

30
年
度
か
ら
本
格
的
に
貸
し
出
し

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
利
用
料
は
無

料
で
自
転
車
保
険
に
加
入
し
て
い

る
。
平
日
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で

地
域
振
興
課
で
対
応
し
て
い
る
が
、

利
用
は
少
な
い
の
で
土
日
の
利
用

も
検
討
し
た
い
。
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
、

大
堰
駅
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て

い
る
が
、
よ
り
周
知
を
図
り
た
い
。

町
民
活
動
へ
の保

険
適
用
は

議員
　

ど
う
い
う
時
に
使
わ
れ
る
の
か
。

遊
具
施
設
で
の
事
故
も
対
象
か
。

課長
　

以
前
は
ま
ご
こ
ろ
保
険
で
対
応

し
て
い
た
が
、
現
在
は
自
治
会
活

動
保
険
と
い
う
。
区
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
が
対
象
。

　
　
　
　

町
所
有
地
に
あ
る
遊
具
や
、
お

宮
・
区
所
有
地
の
遊
具
で
の
事
故

は
、
町
に
責
任
が
あ
る
場
合
は
別

の
保
険
で
対
応
す
る
。

❶❷❸
　

予
算
執
行
は
計
画
に
基
づ
き

適
切
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　

経
費
削
減
や
事
務
の
合
理
化
・

効
率
化
も
各
課
に
お
い
て
真
剣

に
取
り
組
ま
れ
、
お
お
む
ね
所

期
の
目
的
を
納
め
て
い
る
。

　

国
の
財
政
が
厳
し
い
中
、
自

主
財
源
で
あ
る
町
税
の
徴
収
率

向
上
に
は
、
総
力
を
あ
げ
て
対

処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

経
費
削
減
の
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
無

駄
を
排
し
効
率
的
な
事
務
処
理

を
望
む
。

　

引
き
続
き
行
政
改
革
を
推
し

進
め
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

秋吉 淑子    林　威範

（
※
）特
別
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
た
め
、
現
状
で
法
定
雇
用
率
を
満
た
し
て
い
る
と
の
追
加
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

討 論

　海外ＰＲ事業費は不透明で、定住

促進住宅は必要性が検討されないま

まの建設であり、同和関連の支出は

逆差別を生むことから反対する。

　今後、職員体制の充実を図ること

も必要。

　歳入、歳出とも前年を上回ってお

り、執行部の説明も適切で、29年度

の決算認定になんら疑いがないもの

と判断できる。

　スカイラーク上高橋の建設で人口

が増え、学校改築や芝生化で教育

環境が充実した。少ない職員で多く

の事業を実施し、住みよい魅力ある

まちづくりがなされたことを評価す

る。

平山

森田

平田（康）

反 対

賛 成
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議員
　

菅
野
橋
に
関
す
る
費
用
内
訳
は
。

課長
　

１
１
０
０
万
円
が
撤
去
費
、
700
万

円
が
土
質
調
査
費
。
３
８
５
０
万
円

が
災
害
査
定
用
と
本
復
旧
の
設
計

費
。
１
億
円
が
補
修
費
用
と
な
る
。

議員
　

崩
落
し
た
後
の
対
応
は
。

課長
　

現
在
、
出
水
期
で
工
事
が
で
き
な

い
状
況
。
国
土
交
通
省
と
協
議
を
し

て
お
り
、
11
月
か
ら
の
撤
去
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

議員
　

国
の
補
助
は
つ
く
の
か
。

係長
　

激
甚
災
害
指
定
を
受
け
た
た
め
、

国
の
補
助
率
は
66.7
％
以
上
と
な
る
。

残
り
は
起
債
で
対
応
す
る
見
込
み
。

議員
　

農
業
災
害
へ
の
対
応
は
。

課長
　

農
地
へ
の
土
砂
堆
積
が
平
均
10
㎝

以
上
で
、
高
樋
地
区
１
ha
、
鵜
木
地

区
１
ha
、
大
堰
地
区
８
ha
で
合
計
約

10 

ha
を
見
込
み
、
土
砂
撤
去
費
用
と

し
て
１
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

災
害
復
旧
に
２
億
９
千
万
円
を
追
加

補正
予算

　

30
年
度
予
算
は
７
月
以
降
に
３
件
の
補
正
を
お
こ
な
い
、
災
害
復
旧
費

を
大
幅
に
増
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冨
多
区
へ
の
定
住
促
進
住
宅
建
設
に
か
か
る
債
務
負
担
行
為
も

提
案
さ
れ
、
賛
否
が
分
か
れ
ま
し
た
。

追加額 内　容

７月豪雨による農地の復旧 １億3501万円 流入した土砂の撤去費など

菅野橋の補修 １億5702万円 撤去、設計、補修の費用

公用車の購入 415万円 10人乗りワゴン車を購入

本郷保育園の整備 1525万円 増設のための補助金

４小学校への空調設計料 1200万円 早期のエアコン設置のため

ふるさと応援寄附金委託料 １億400万円 返礼品にかかる費用

基金に積み立て 9385万円 寄附金増のため

補正予算の主な追加分（専決を含む）

※ふるさと応援寄附金の収入増額は２億円で、
　そのうち返礼品、送料などの経費が１億400万円となります。

菅
野
橋
の
今
後
は

農
地
の
被
害
を
ど
う
す
る

崩落した菅野橋

被害を受けた水田（高樋）
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９
月
定
例
会
で
は
29
年

度
の
決
算
や
補
正
予
算
、

請
願
な
ど
を
審
議
し
、
す

べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

賛
否
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。



議員
　

議
会
で
も
小
中
学
校
へ
の
早
急

な
エ
ア
コ
ン
設
置
を
要
請
し
て
き

た
。
今
回
の
補
正
で
３
年
か
け
て

整
備
す
る
計
画
を
変
更
し
、
４
小

学
校
同
時
の
設
計
費
が
計
上
さ
れ

る
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
変
更
の

理
由
は
。

教育長
　

昨
今
の
異
常
な
暑
さ
、
国
の
予

算
補
助
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が

高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
全
校

の
実
施
設
計
を
し
た
い
。

議員
　

国
の
補
助
が
つ
か
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
町
の
単
独
予
算
で
全
校

の
空
調
整
備
を
望
む
が
。

副町長
　

ま
ず
は
補
助
金
の
採
択
に
全
力

を
注
ぎ
た
い
。
そ
の
後
は
町
全
体

の
財
政
を
含
め
て
判
断
し
た
い
。

議員
　

本
郷
保
育
園
増
設
の
た
め
の
補
助

内
容
は
。

課長
　

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
事
業

と
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
で
補
助
の

採
択
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
　

国
の
補
助
率
が
３
分
の
２
と
上

乗
せ
さ
れ
、
補
助
対
象
の
事
業
費

は
約
７
８
０
０
万
円
。

議員
　

町
の
ワ
ゴ
ン
車
を
買
い
替
え
る
と

の
こ
と
で
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
仕

様
を
希
望
す
る
が
。
財
源
は
。

課長
　

電
動
ス
テ
ッ
プ
、
手
す
り
、
天

井
が
高
い
タ
イ
プ
の
も
の
を
検
討

し
て
い
る
。
財
源
は
、
コ
ン
サ
ー

ト
の
寄
附
金
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
で
ま
か
な
う
。

　

  

棟
目
の

定
住
促
進
住
宅

　

冨
多
地
区
へ
の
定
住
促
進
住
宅
建

設
に
む
け
債
務
負
担
行
為
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　

期
間
は
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
61

年
度
ま
で
の
32
年
間
で
、
限
度
額
は

６
億
１
６
４
８
万
円
で
す
。

教育予算の確保と充実を
求める意見書

請願者
　　福教組浮羽三井支部長

紹介議員　　　花等　順子

　子どもたちの教育環境改善

のため、教職員定数増や２年

生以上の35人以下学級の早期

実現、義務教育費の国庫負担

を２分の１に引き上げること

などを求めるもの。

　

予
算
は
単
一
年
度
で
完
結
す
る

の
が
原
則
だ
が
、
１
つ
の
事
業
や

事
務
が
単
年
度
で
終
了
せ
ず
に
後

年
度
に
お
い
て
も
負
担（
支
出
）を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、

あ
ら
か
じ
め
後
年
度
の
債
務
を
約

束
す
る
こ
と
。

全会一致で採択し、
関係大臣に意見書を送
付しました。

3

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を

利
用
し
や
す
い
ワ
ゴ
ン
車
に

本
郷
保
育
園
の
増
設
は

買い物にも利用される町のワゴン車

討 

論

債務負担行為とは

賛
成
８
、反
対
３
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

反 対
平山

賛 成
平田（利）

人
口
増
の
た
め
各
校
区
に

１
棟
ず
つ
建
て
る
事
業
は
、

ニ
ー
ズ
調
査
や
長
期
的
な
視

野
も
な
く
、
計
画
性
も
な
い
。

ま
た
、
事
業
方
式
も
不
透
明

で
あ
る
。

災
害
復
旧
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
の
で
賛
成
す
る
が
、
住

宅
建
設
は
民
間
ア
パ
ー
ト
経

営
者
に
は
死
活
問
題
で
、
事

業
計
画
も
町
の
支
出
を
抑
え

る
工
夫
が
な
く
問
題
が
多
い
。
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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
、
選
出
の
方
法
が
従
来
の
選
挙
か
ら

町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
方

式
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
農
業
委
員
は
11
名
で
、
任
期
は

平
成
30
年
９
月
29
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

議員
　

任
命
予
定
者
の
う
ち
女
性
は
１
名

だ
が
、
女
性
委
員
が
３
割
以
上
に
な

る
よ
う
努
力
が
必
要
だ
っ
た
の
で

は
。

課長
　

性
別
の
偏
り
に
つ
い
て
の
規
定

は
努
力
義
務
で
あ
る
た
め
、
今
回

は
地
域
か
ら
の
推
薦
を
尊
重
し
た

い
。
３
年
後
の
選
任
で
は
３
割
を

達
成
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
任
期
は
平
成
30
年
12
月
か
ら
３
年
間
。

　

バ
イ
パ
ス
新
設
に
よ
り
、
現
在
の
国
道

322
号
（
春
日
上
高
橋
線
、
約
1.3
㎞
）
の
一
部

を
町
道
認
定
す
る
も
の
。

議員
　

バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
て
い
な
い

の
に
認
定
が
早
す
ぎ
る
の
で
は
。

課長
　

県
が
用
地
買
収
を
進
め
る
た
め

に
は
、
町
道
認
定
を
先
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
認
定
を
し
た
の

ち
移
管
協
議
し
、
旧
道
部
分
の
整

備
を
行
う
。

議員
　

側
溝
や
歩
道
な
ど
の
整
備
が
完

成
し
な
い
限
り
、
町
道
の
供
用
は
開

始
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

課長
　

春
日
上
高
橋
線
の
整
備
を
終
え

た
の
ち
、
供
用
開
始
の
告
示
を
行

い
、
町
道
と
し
て
管
理
を
行
う
こ

と
に
な
る
。

安
丸
眞
一
郎

黒
木
　
德
勝

森
田
　
勝
典

林
　
　
威
範

平
田
　
利
治

松
熊
武
比
古

長
野
　
正
明

平
田
　
康
雄

高
橋
　
直
也

平
山
　
賢
治

花
等
　
順
子

山
内
　
　
剛

会
議
の

結
果

29年度決算

一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ - 認定

特別会計
国保、後期高齢者、土地取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ - 認定

下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定

30年度
補 正 予 算

一般会計（専決２件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認

一般会計 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × - 可決

特別会計 国保、下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

人 事
教育長の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ - 同意

農業委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意

条 例 な ど
災害弔慰金条例、町道の認定（２路線）
介護保険広域連合規約の変更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

意 見 書 教育予算の確保と充実を求める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 採択

※議長は採決に加わりません。
私はこう判断（○…賛成、×…反対）

教
育
長
、農
業
委
員
の
任
命

そ
の
ほ
か
に

　

国
保
会
計
の
補
正
（
43
万
円
追
加
）、

下
水
道
会
計
の
補
正
（
26
万
円
減
額
）、

災
害
弔
慰
金
条
例
、
介
護
保
険
広
域

連
合
規
約
の
変
更
な
ど
を
審
議
し
可

決
し
ま
し
た
。

議案
など

農
業
委
員
の
女
性
登
用
は

教
育
長
に
倉
鍵
氏
を
再
任

国
道
322
号
の
一
部
を
町
道
に

新しく選任された農業委員（11名）と
農地利用最適化推進委員（８名）のみなさん
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倉鍵　君明 氏



モ ニ タ ー議会

９月26日、議会モニターの皆さんと
懇談し、９月議会の傍聴を通しての感
想や、審議内容についてご意見をいた
だきました。
提言を全議員で共有し改善を図り
ます。

懇談
議会の
ご意見番

の

みなさんと

〇本会議や決算委員会など、ほとんどを傍
聴しました。活発な質疑だったと思いま
す。モニターにも議案を配布していただ
けるとありがたい。

〇傍聴席でメモがしにくい。委員会室はマイ
クがなく発言が聞き取りにくい。改善を。

〇農業委員は初めての任命制でしたが、選
出の方法や男女比など課題が残った。選
出前の意気込みと違って女性が 1 名にと
どまったことは残念。

〇任命制に変わることは以前から分かって
いたのに早めに対策を打てなかったの
か。次回の改選時はよく考えてほしい。

〇今回は議員それぞれの視点があり興味深
かった。いずれの問題も言いっぱなしに
せず、その後の対応状況をきちんと追及
してほしい。

〇前回の議会で問題となった議案がありま
したが、その後どう改善されたのか、再
発防止の取り組みを議会で確認すべきと
思います。

〇災害発生後の対応も大事ですが、発生前
の備えや住民意識の啓発は十分でしょう
か。防災訓練も一部の役職者だけで実施
している印象があります。

〇地域のイベントや運動会で防災や消防団
を紹介するなど、防災が日常に結びつか
ないといけない。活動ももっと知らせて
ほしい。

こんな声も
いただきました

〇今回は町民の身近な問題（災
害、通学路、学校エアコンな
ど）が多く、行政の回答を聞け
たのはよかった。

〇一般質問日が平日に戻った
が、休めない人のために半分
でも休日に開催してほしい。

〇一般質問で議員が作成した資
料を配布するのは分かりやす
いので、続けてほしい。

〇避難所の障がい者対応を進め
てほしい。

〇地域の細かな質問が多い。
　町全体を考えてほしい。

傍
聴
席
か
ら
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教育長
　

安
全
確
認
に
関
す
る

文
書
の
配
布
、
安
心
メ

ー
ル
な
ど
で
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
学
校
防
犯
シ
ス

テ
ム
「
ツ
イ
タ
も
ん
」
を
導
入
予

定
で
、
す
で
に
全
国
約
400
校
・

県
内
で
は
120
校
以
上
の
小
学
校

が
導
入
し
て
い
る
。
よ
り
多
く

の
保
護
者
の
申
し
込
み
を
希
望

す
る
。

査
・
点
検
し
た
。
中
学
校
の
通

学
路
も
久
留
米
県
土
整
備
事
務

所
が
８
月
～
９
月
に
か
け
て
調

査
・
点
検
し
て
い
る
。

登下校は複数で
行うなどを指導

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。全文は、議

会ホームページのほか、議会事務局、各校区

センターでもご覧いただけます。

森田　勝典  議員

町内児童・生徒への
不審者対策は

一 般 質 問
町政を問う！

議員
　

近
年
、
女
子
児
童

を
狙
っ
た
大
変
凶
悪

で
悪
質
な
事
件
が
全
国
各
地
で

発
生
し
て
い
る
。
平
和
で
安
全

と
思
っ
て
い
る
町
内
で
も
、
危

険
な
通
学
路
が
か
な
り
あ
る
の

で
は
な
い
か
危
惧
し
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
に
は
登
下
校
時
の

注
意
事
項
を
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
か
。

教育長
　

登
下
校
は
複
数
で
行

う
こ
と
や
、
気
に
な
る

こ
と
は
必
ず
家
族
や
教
師
に
話

す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、

警
察
の
協
力
に
よ
り
不
審
者
対

応
も
指
導
し
て
い
る
。

議員
　

保
護
者
に
対
し
、
子

ど
も
の
安
全
を
ど
の
よ

う
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
か
。

議員
　

大
阪
府
で
の
大
規

模
地
震
の
際
、
女
子

児
童
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き

に
な
っ
て
死
亡
す
る
事
故
が
発

生
し
た
。
町
で
は
緊
急
に
小
学

校
４
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
調

査
・
点
検
し
、
危
険
個
所
の
工

事
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
が
通
学
し
て
い
る
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
白
線
に
沿
っ

た
と
こ
ろ
に
も
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
調

査
・
点
検
は
行
わ
れ
る
か
。

町長
　

小
学
校
の
通
学
路
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
平
成
17

年
の
西
方
沖
地
震
の
後
に
調

問.

通
学
路
の
民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
は

西
方
沖
地
震
の
後
に
実
施
し
た

町
長
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議員
　

多
く
の
世
帯
に
、
一

日
も
早
く
戸
別
受
信
機

が
つ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

教育長
　

安
全
確
認
に
関
す
る

文
書
の
配
布
、
安
心
メ

ー
ル
な
ど
で
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
学
校
防
犯
シ
ス

テ
ム
「
ツ
イ
タ
も
ん
」
を
導
入
予

定
で
、
す
で
に
全
国
約
400
校
・

県
内
で
は
120
校
以
上
の
小
学
校

が
導
入
し
て
い
る
。
よ
り
多
く

の
保
護
者
の
申
し
込
み
を
希
望

す
る
。

査
・
点
検
し
た
。
中
学
校
の
通

学
路
も
久
留
米
県
土
整
備
事
務

所
が
８
月
～
９
月
に
か
け
て
調

査
・
点
検
し
て
い
る
。

議員
　

以
前
よ
り
何
度
も
一

般
質
問
で
申
し
入
れ
て

い
る
が
、
災
害
の
際
、
情
報
を

住
民
に
伝
達
す
る
手
段
と
し

て
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
を
各
世
帯
に
配
布
で
き
な

い
か
。

課長
　

町
と
し
て
は
、
平
成

31
年
度
に
戸
別
受
信

機
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い

る
。
た
だ
し
全
世
帯
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
行

政
の
関
係
者
で
あ
る
区
長
や
民

生
委
員
な
ど
へ
の
配
布
を
検
討

し
て
い
る
。

登下校は複数で
行うなどを指導

今後は早めに
対応していく

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

今
回
の
豪
雨
で
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆

様
に
対
し
、
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
一
日
も
早
い

　

復
旧
・
復
興
を
願
っ

　
　

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

７
月
豪
雨
の
際
、
住

民
か
ら
「
避
難
中
に
河

川
が
増
水
し
、
恐
怖
を
感
じ
た
」

「
豪
雨
で
避
難
が
難
し
か
っ
た
」

な
ど
の
声
を
多
数
聞
い
た
。
も

う
少
し
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
指

示
が
あ
れ
ば
、
危
険
地
域
の
住

民
が
安
全
・
安
心
に
避
難
す
る

こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は
。

課長
　

今
後
の
水
害
対
応
で

考
え
る
べ
き
は
、
避
難

勧
告
を
出
す
前
に
避
難
準
備
・

高
齢
者
避
難
開
始
情
報
を
流

し
、
高
齢
者
や
準
備
に
時
間
の

か
か
る
方
に
、
早
め
に
周
知
す

る
こ
と
と
思
う
。
こ
れ
ら
を
課

題
と
し
て
今
後
対
応
し
て
い
く
。

議員

高橋　直也  議員

　
　
　
　

今
回
は
人
的
被
害
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
多

く
の
場
所
で
浸
水
し
避
難
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、

人
的
被
害
が
出
る
可
能
性
は
容

易
に
想
像
で
き
る
。
今
後
の
避

難
の
あ
り
か
た
を
再
考
す
る
必

要
が
あ
る
。

議員

　

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

子
ど
も
は
町
の

宝
、
町
民
全
員
で
事

件
・
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

情報をどのように知らせるか（戸別受信機）

町内児童・生徒への
不審者対策は

避難指示が遅すぎたので
はないか

議員
　

近
年
、
女
子
児
童

を
狙
っ
た
大
変
凶
悪

で
悪
質
な
事
件
が
全
国
各
地
で

発
生
し
て
い
る
。
平
和
で
安
全

と
思
っ
て
い
る
町
内
で
も
、
危

険
な
通
学
路
が
か
な
り
あ
る
の

で
は
な
い
か
危
惧
し
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
に
は
登
下
校
時
の

注
意
事
項
を
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
か
。

教育長
　

登
下
校
は
複
数
で
行

う
こ
と
や
、
気
に
な
る

こ
と
は
必
ず
家
族
や
教
師
に
話

す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、

警
察
の
協
力
に
よ
り
不
審
者
対

応
も
指
導
し
て
い
る
。

議員
　

保
護
者
に
対
し
、
子

ど
も
の
安
全
を
ど
の
よ

う
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
か
。

議員
　

大
阪
府
で
の
大
規

模
地
震
の
際
、
女
子

児
童
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き

に
な
っ
て
死
亡
す
る
事
故
が
発

生
し
た
。
町
で
は
緊
急
に
小
学

校
４
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
調

査
・
点
検
し
、
危
険
個
所
の
工

事
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
が
通
学
し
て
い
る
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
白
線
に
沿
っ

た
と
こ
ろ
に
も
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
調

査
・
点
検
は
行
わ
れ
る
か
。

町長
　

小
学
校
の
通
学
路
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
平
成
17

年
の
西
方
沖
地
震
の
後
に
調

教育長課長

小学生の下校風景

問.

戸
別
受
信
機
の
配
布
を

い
ま
準
備
を
し
て
い
る

課
長
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過
去
の
建
築
関
係
の

入
札
を
見
る
と
一
社
が

ひ
と
り
勝
ち
。
予
定
価
格
と
最

低
制
限
価
格
が
漏
れ
な
い
よ
う

な
措
置
は
採
っ
て
い
る
の
か
。

課長
　

過
去
３
年
の
入
札
は

11
件
、
９
社
が
落
札
し

て
い
る
。
予
定
価
格
調
書
は
当

日
作
成
し
、
適
正
に
管
理
し
て

い
る
。

　
　
　
　

最
低
制
限
価
格
の
設

定
は
い
つ
か
ら
実
施
し

て
い
る
の
か
。
予
定
価
格
の
90

％
と
い
う
設
定
は
適
正
か
。

議員議員

課長
　

平
成
21
年
９
月
か
ら

導
入
し
て
い
る
。
国
、

県
の
指
導
に
基
づ
き
予
定
価
格

の
９
割
で
実
施
し
て
い
る
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

遊
水
地
や
水
路
な

ど
を
埋
め
た
て
り
ゃ

あ
、
当
然
、
洪
水
は

起
き
ま
す
よ
。

　

雨
の
せ
い
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

出ません 実現へのハードルは
高い

町長

平田　康雄  議員

　
　
　
　

毎
年
、
大
刀
洗
川
が

増
水
し
、
県
道
や
通
学

路
が
通
行
止
め
と
な
る
現
状
に

対
し
、
町
の
考
え
は
。

町長
　

通
行
止
め
が
起
き
な

い
よ
う
現
状
を
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
県
に
改

修
を
要
望
。
現
在
、
河
川
の

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
な
ど
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
　
　
　

洪
水
防
止
の
た
め
、

高
樋
区
に
遊
水
地
を
設

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町長
　

地
権
者
の
同
意
や
整

備
費
用
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
り
、
実
現
へ
の
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
が
、
遊
水
地
の
設
置

を
検
討
す
る
よ
う
県
に
申
し
入

れ
を
し
て
い
る
。

議員議員

　
　
　
　

被
災
し
た
農
業
機
械

の
買
い
替
え
な
ど
を
支

援
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
補
助

率
の
上
乗
せ
は
ど
の
程
度
か
。

課長
　

12
月
補
正
予
算
に
計

上
す
る
予
定
だ
が
、
ど

の
程
度
上
乗
せ
す
る
か
は
現
在

検
討
中
で
あ
る
。

議員

　
　
　
　

３
年
計
画
で
予
定
さ

れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
の

前
倒
し
設
置
は
で
き
な
い
か
。

教育長
　

来
年
度
に
小
・
中
５

校
同
時
に
前
倒
し
で
設

置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
す

で
に
補
助
事
業
要
望
書
を
国
に

提
出
済
み
で
あ
る
。

　
　
　
　

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
た
め
の
経
費
は
ど
の

程
度
か
。
補
助
金
の
予
定
額
は
。

課長
　

設
置
費
と
し
て
２
億

円
、
補
助
金
は
６
千
万

円
を
予
定
し
て
い
る
。

議員議員

　
　
　
　

補
助
金
が
つ
か
な
か

っ
た
場
合
、
町
単
独
予

算
で
設
置
す
る
考
え
は
。

副町長
　

国
の
補
助
金
が
つ

く
よ
う
最
大
限
努
力

し
た
い
。

議員

高樋区に遊水地を
設けては

　 クーラー設置が
　　 先だったのでは

決壊した大刀洗川の堤防（高樋）

米
市
で
は
38
度
で
全
国
１
位
の

日
も
あ
っ
た
。
図
書
館
の
改
修

工
事
に
使
っ
た
２
億
円
が
あ
れ

ば
ク
ー
ラ
ー
が
入
っ
て
い
る
。

町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

町長
　

出
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

昨
年
と
一
昨
年
、
熱

中
症
で
自
宅
へ
帰
し
た

生
徒
数
と
救
急
車
を
要
請
し
た

件
数
は
。

教育長
　

昨
年
熱
中
症
で
自
宅

へ
帰
し
た
人
数
は
小
学

校
で
２
人
、
中
学
校
で
３
人
。

救
急
車
を
要
請
し
た
件
数
は
中

学
校
で
昨
年
３
件
、
一
昨
年
４

件
、
今
年
は
１
件
。

　
　
　
　

１
日
に
30
人
を
帰
し

た
と
聞
い
て
い
る
が
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
熱
中
症
で

救
急
車
の
要
請
や
自
宅
へ
帰
し

て
い
る
状
況
が
あ
る
。
今
年
の

夏
は
爆
炎
警
報
が
発
令
さ
れ
、

「
命
の
危
険
が
あ
る
暑
さ
」
と
気

象
庁
は
発
表
し
て
い
る
。
久
留

議員議員

問.

エ
ア
コ
ン
の
前
倒
し
設
置
は

来
年
度
に
５
校
同
時
に
設
置
し
た
い

教
育
長

問.

予
定
価
格
な
ど
が
漏
れ
な
い
措
置
は

適
正
に
管
理
し
て
い
る

課
長

☆
そ
の
ほ
か
に
防
災
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
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過
去
の
建
築
関
係
の

入
札
を
見
る
と
一
社
が

ひ
と
り
勝
ち
。
予
定
価
格
と
最

低
制
限
価
格
が
漏
れ
な
い
よ
う

な
措
置
は
採
っ
て
い
る
の
か
。

課長
　

過
去
３
年
の
入
札
は

11
件
、
９
社
が
落
札
し

て
い
る
。
予
定
価
格
調
書
は
当

日
作
成
し
、
適
正
に
管
理
し
て

い
る
。

　
　
　
　

最
低
制
限
価
格
の
設

定
は
い
つ
か
ら
実
施
し

て
い
る
の
か
。
予
定
価
格
の
90

％
と
い
う
設
定
は
適
正
か
。

議員議員

課長
　

平
成
21
年
９
月
か
ら

導
入
し
て
い
る
。
国
、

県
の
指
導
に
基
づ
き
予
定
価
格

の
９
割
で
実
施
し
て
い
る
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

議
員
の

つ
ぶ
や

き

町長

平田　利治  議員

　 クーラー設置が
　　 先だったのでは

　
　
　
　

平
成
30
年
７
月
豪
雨

で
の
県
営
河
川
や
町

道
な
ど
の
災
害
状
況
は
。
被
害

額
と
今
後
の
対
応
・
支
援
は
。

町長
　

県
営
河
川
の
被
害
は

６
か
所
、
災
害
査
定
申

請
額
は
５
９
０
０
万
円
と
の
こ

と
。
農
地
災
害
復
旧
は
高
樋
地

議員

　

二
度
あ
る
こ
と
は

三
度
あ
る
と
言
う
が
、

７
月
の
よ
う
な
豪
雨

災
害
が
来
年
は
な
い

よ
う
に
と
願
う
。

　

町
単
独
の
助
成
を

　
　

求
め
ま
す
。

　

小
学
校
の
芝
生
化
、

図
書
館
の
改
修
工
事

の
金
額
で
小
中
学
校

に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

　

で
き
る
の
に
な
あ
。

区
１
ha
、
鵜
木
地
区
１
ha
、
小

石
原
川
・
江
戸
橋
下
流
の
菅
野
、

西
原
地
区
が
８
ha
被
災
し
て
お

り
、
災
害
復
旧
事
業
費
と
し
て

１
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
お

も
に
二
又
川
沿
い
の
通
学
路
に

550
万
円
、
江
戸
橋
下
流
の
土
砂

な
ど
の
撤
去
費
に
200
万
円
、
道

路
上
の
堆
積
ご
み
撤
去
費
30
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

菅
野
橋
は
、
公
共
土
木
災
害

復
旧
事
業
で
復
旧
す
る
よ
う

国
・
県
と
復
旧
範
囲
や
方
法
を

協
議
中
で
、
現
時
点
で
は
被
害

額
な
ど
が
算
定
で
き
な
い
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　

農
産
物
な
ど
の
被
害

状
況
と
今
後
の
対
応
・

支
援
は
。

課長
　

水
稲
600
万
円
、
野
菜

890
万
円
、
施
設
や
機
械

な
ど
が
860
万
円
で
あ
る
。
堤
防

決
壊
に
よ
り
土
砂
が
流
入
し
た

農
地
は
約
17
万
㎡
で
、
倒
壊
し

た
農
業
用
ハ
ウ
ス
が
11
棟
。
農

道
・
護
岸
・
水
路
の
破
損
・
の

り
面
崩
壊
が
13
ヵ
所
で
あ
る
。

農
業
用
施
設
や
機
械
の
被
害
に

対
し
て
、
修
理
や
買
い
替
え
の

支
援
を
行
う
予
定
。
補
助
率
は

農
業
用
ハ
ウ
ス
が
80
％
、
機
械

は
50
％
。

議員

黒木　德勝  議員

　
　
　
　

今
ま
で
に
な
い
災
害

で
あ
り
、
町
単
独
で
の

補
助
は
。

課長
　

農
業
機
械
に
は
町
単

独
で
の
上
乗
せ
補
助
を

検
討
し
て
い
る
。

議員

町内には多くの河川が流れる

豪雨災害対策は

農地災害復旧事業
などで対応する

町長

米
市
で
は
38
度
で
全
国
１
位
の

日
も
あ
っ
た
。
図
書
館
の
改
修

工
事
に
使
っ
た
２
億
円
が
あ
れ

ば
ク
ー
ラ
ー
が
入
っ
て
い
る
。

町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

町長
　

出
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

昨
年
と
一
昨
年
、
熱

中
症
で
自
宅
へ
帰
し
た

生
徒
数
と
救
急
車
を
要
請
し
た

件
数
は
。

教育長
　

昨
年
熱
中
症
で
自
宅

へ
帰
し
た
人
数
は
小
学

校
で
２
人
、
中
学
校
で
３
人
。

救
急
車
を
要
請
し
た
件
数
は
中

学
校
で
昨
年
３
件
、
一
昨
年
４

件
、
今
年
は
１
件
。

　
　
　
　

１
日
に
30
人
を
帰
し

た
と
聞
い
て
い
る
が
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
熱
中
症
で

救
急
車
の
要
請
や
自
宅
へ
帰
し

て
い
る
状
況
が
あ
る
。
今
年
の

夏
は
爆
炎
警
報
が
発
令
さ
れ
、

「
命
の
危
険
が
あ
る
暑
さ
」
と
気

象
庁
は
発
表
し
て
い
る
。
久
留

議員議員

今後の猛暑対策は

問.

農
産
物
な
ど
の
被
害
状
況
と
支
援
は

町
単
独
で
上
乗
せ
補
助
を
検
討

町
長
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町長
　

菅
野
橋
は
基
礎
の
土

質
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
復
旧
に
は
３
年
ほ
ど
か
か

る
見
通
し
。
通
学
路
に
つ
い
て

は
、
江
戸
橋
か
ら
大
堰
神
社
ま

で
の
区
間
に
歩
道
が
な
い
の
で

県
に
設
置
を
要
望
し
て
い
る
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
廃
止
を
含
め
、

取
り
扱
い
の
対
策
を
。

教育長
　

今
後
も
適
切
に
実
施

し
、
結
果
を
分
析
し
学

力
向
上
に
役
立
て
た
い
。

　
　
　
　

全
国
で
広
が
っ
て
い

る
給
食
無
償
化
の
検
討

は
。
ま
た
給
食
費
は
町
の
公
会

計
で
一
括
し
て
は
。

教育長
　

い
ま
給
食
費
の
一
部

補
助
を
実
施
し
て
い
る

が
、
無
償
化
に
は
約
６
千
万
円

必
要
で
あ
り
実
施
は
考
え
な

い
。
会
計
は
各
学
校
で
実
施
し

て
い
る
。

議員

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

金
属
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
柱
の
劣
化

は
、見
た
だ
け
、触
っ

た
だ
け
じ
ゃ
、
わ
か

　

り
ま
せ
ん
よ
！

20の行政区で実施町長

安丸眞一郎  議員

体操教室の現状は

勤務時間の把握や
部活改善など

　　 教員の多忙化対策は

いつまでも若々しく

　
　
　
　

健
康
寿
命
を
延
ば
す

取
り
組
み
で
あ
る
健
康

体
操
教
室
の
現
状
は
。
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
は
。

町長
　

週
１
回
、
４
校
区
セ

ン
タ
ー
で
の
健
康
体
操

教
室
と
20
の
行
政
区
で
分
館
体

操
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

課長
　

講
習
を
年
３
回
程
度

実
施
し
、
養
成
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
が
増
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　

特
定
健
診
は
早
期
発

見
、
早
期
治
療
で
重
症

化
を
防
ぎ
、
医
療
費
抑
制
に
繋

が
る
。
当
町
の
受
診
率
は
。

議員議員

町長
　

49·

２
％
で
県
内
６

位
と
上
位
だ
が
、
国
の

目
標
の
60
％
を
目
指
す
。

課長
　

29
年
度
の
健
診
で
10

人
に
が
ん
が
判
明
。
未

受
診
者
に
は
、
個
別
訪
問
、
電

話
で
の
勧
奨
な
ど
、
今
後
も
啓

発
、
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

他
の
町
で
、
標
識
が

突
風
で
折
れ
、
事
故
が

発
生
し
て
い
る
。
当
町
に
お
け

る
標
識
な
ど
の
安
全
点
検
は
。

課長
　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
約

600
基
設
置
。
毎
年
10
月

の
要
望
の
際
、
区
長
に
支
柱
を

点
検
し
て
も
ら
う
よ
う
に
考
え

て
い
る
。
道
路
標
識
は
、
建
設

課
が
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
点
検

し
て
い
る
。
町
が
維
持
管
理
し

て
い
る
防
犯
灯
の
支
柱
は
、
今

後
、
点
検
方
法
を
検
討
す
る
。

議員

　
　
　
　

学
校
の
先
生
は
残
業

手
当
が
つ
か
ず
、
授
業

や
業
務
も
増
大
し
て
長
時
間
労

働
が
日
常
化
し
て
い
る
。
町
と

し
て
の
対
策
は
。

教育長
　

今
年
の
２
月
に
働
き

方
改
革
な
ど
の
指
針
を

作
成
し
た
。
勤
務
時
間
の
把
握
、

定
時
退
勤
日
や
夏
休
み
の
閉
庁

日
の
設
定
、
ノ
ー
部
活
デ
ー
を

つ
く
る
な
ど
。
ま
た
、
支
援
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
、

今
後
も
負
担
軽
減
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　

多
忙
化
対
策
と
し

て
、
多
す
ぎ
る
学
力
テ

ス
ト
の
削
減
に
踏
み
出
し
た
自

治
体
も
あ
る
。
テ
ス
ト
の
点
数

だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
、
平
均

点
競
争
が
あ
お
ら
れ
、
現
場
に

議員議員

　
　
　
　

菅
野
橋
が
崩
落
し
、

子
ど
も
た
ち
が
迂
回
す

る
道
路
も
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
危
険
な
状
態
。
橋
の
復

旧
予
定
と
、
迂
回
す
る
道
路
の

整
備
は
。

議員 問.

標
識
な
ど
の
安
全
点
検
は

パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
点
検

課
長

問.

菅
野
橋
の
復
旧
と
迂
回
通
学
路
の
整
備
は

３
年
ほ
ど
要
す
る
見
込
み

町
長

☆
そ
の
ほ
か
に
町
史
の
編
さ
ん

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
廃
止
を
含
め
、

取
り
扱
い
の
対
策
を
。

教育長
　

今
後
も
適
切
に
実
施

し
、
結
果
を
分
析
し
学

力
向
上
に
役
立
て
た
い
。

　
　
　
　

全
国
で
広
が
っ
て
い

る
給
食
無
償
化
の
検
討

は
。
ま
た
給
食
費
は
町
の
公
会

計
で
一
括
し
て
は
。

教育長
　

い
ま
給
食
費
の
一
部

補
助
を
実
施
し
て
い
る

が
、
無
償
化
に
は
約
６
千
万
円

必
要
で
あ
り
実
施
は
考
え
な

い
。
会
計
は
各
学
校
で
実
施
し

て
い
る
。

議員

議
員
の

つ
ぶ
や

き

教育長

平山　賢治  議員

　　 教員の多忙化対策は

通行止により大きな影響が出ている

　

毎
年
の
よ
う
に
災

害
が
起
き
る
時
代
で

す
。
迅
速
な
対
応
と

防
災
対
策
の
充
実
が

　

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

学
校
の
先
生
は
残
業

手
当
が
つ
か
ず
、
授
業

や
業
務
も
増
大
し
て
長
時
間
労

働
が
日
常
化
し
て
い
る
。
町
と

し
て
の
対
策
は
。

教育長
　

今
年
の
２
月
に
働
き

方
改
革
な
ど
の
指
針
を

作
成
し
た
。
勤
務
時
間
の
把
握
、

定
時
退
勤
日
や
夏
休
み
の
閉
庁

日
の
設
定
、
ノ
ー
部
活
デ
ー
を

つ
く
る
な
ど
。
ま
た
、
支
援
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
、

今
後
も
負
担
軽
減
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　

多
忙
化
対
策
と
し

て
、
多
す
ぎ
る
学
力
テ

ス
ト
の
削
減
に
踏
み
出
し
た
自

治
体
も
あ
る
。
テ
ス
ト
の
点
数

だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
、
平
均

点
競
争
が
あ
お
ら
れ
、
現
場
に

議員議員

　
　
　
　

菅
野
橋
が
崩
落
し
、

子
ど
も
た
ち
が
迂
回
す

る
道
路
も
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
危
険
な
状
態
。
橋
の
復

旧
予
定
と
、
迂
回
す
る
道
路
の

整
備
は
。

議員

追跡
リポート

　老
朽
危
険
家
屋
の

解
体
補
助
は
。

　空
家
対
策
推
進
本

部
会
議
の
中
で
協
議

す
る
予
定
。

答
検
討
中

　一般質問で、町長などが「検討する」と回答した内容
について、その後の対応状況を３か月以内に報告して
もらうことができます。
　質問に対する町の回答を報告します。

　町
道
松
崎
山
隈
線

の
竹
の
伐
採
は
。

　通
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
竹
を
伐
採
し

た
。 答

対
応
済

空
き
家
対
策
と

町
道
の
竹
の
伐
採
は

　（黒
木
德
勝
議
員
、
平
成
30
年
６
月
議
会
）

手 話
日程

声

通訳あります
議会の を
お知らせしています

の議会だより
お届けします

本会議に手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読をCDに
収録して自宅にお届けします。

議会事務局 ℡77-4112（FAXも同じ）

お問い合わせ

お問い合わせ

社会福祉協議会 ℡77-4877

回
覧
チ
ラ
シ
で

イ
ン
タ
ー

　ネ
ッ
ト
で
お気軽に傍聴にお越しください。



みなさんの　　ご意見に
お　　え　　します答

高齢者対策でバス運行を

消防・防災の充実を

定住促進住宅の今後は

　５月の議会報告会でお寄せいただいた意
見・要望に対し、議会としての回答をまとめ
ました。
　紙面の都合で一部の掲載となっています。
全文は議会ホームページに掲載
していますのでご覧ください。

教育環境の整備は農業の後継者対策は聴覚障がい者への対応は

企業誘致を進めては

報告会に若い人の参加を

　報告会を通じて、住民の皆さんがどの

ような分野に関心を持っているのかを知

ることができました。すぐには改善が難

しい項目もたくさんありますが、委員会

での調査活動や、議員個人の一般質問な

どを通じて、多くのご意見を政策に反映

できるよう議員一同が

んばります。

　消防団員のなり手が不足して
いる。女性の加入を促しては。

　各分団に機能別消防団や団員
ＯＢの組織化を求めていきます。

回答の全文はコチラ

テーブルごとの懇談で多くの意見が出されました

ご意見
ありがとう
ございました

18項目
213件の

第
８
回

議
会
報
告
会

　小中学校へのエアコン設置を

早く。

　町は３年計画で設置する予定

ですが、議会としても前倒しの設

置を求めていきます。

　農業の後継者問題が緊急の課

題である。今後の農村・農家対策

の将来像を示してもらいたい。

　町の基幹産業である農業・農

村対策を行政とともに考える必要

があると考えます。

　役場の受付に手話ができる人

がほしい。

　通訳者を小郡市と共有できる

ように進めていましたが、実施に

いたっていません。職員に手話に

関する講座の受講を促すことを

求めていきます。

　地元に働く場所が少ない。雇

用が増えないと若い人が定住し

ない。

　企業誘致できる周辺整備を考

えて行きます。

　若い人の参加が少ない。若い

人の意見を取り上げる取り組み

を。

　参加しやすい日時の設定や、

PTAなど各種団体との意見交換

に積極的に取り組みます。

　買い物などに困っている。コ
ミュニティバスを運行してもら
いたい。

　大刀洗校区では、買い物や通
院などの支援としてコミュニティ
バスが運行されています。議会と
しても実施に向けて調査・研究を
進めます。

　町には防災無線もない。設置
できないか。

　屋外放送型は伝達されにくい
との問題もあり、町は、戸別受信
機導入に向けて検討中です。

　30年先を考えると町の財政負
担が増えるのでは。本郷はアパー
トも多く、必要ないと思うが。

　満室状態を長く維持すること
で、黒字になるように計画されて
います。地元の要望なども含めて
慎重に進めるよう求めます。

　学力など教育がしっかりして
いると、魅力を感じて、町への
転入者も増えるのではないか。

　学力の向上や子育て環境の充
実は、転入する際の判断材料の
一つと言えます。魅力あるまちづ
くりを求めていきます。

注）来年度の小中全校設置に向け、
　　９月議会で設計委託料が計上されました。

ご意見ご意見

ご意見

ご意見

ご意見

議会議会

ご意見

議会

ご意見

議会

ご意見

議会

ご意見

議会

ご意見

議会

議会

議会

議会
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企業誘致を進めては

報告会に若い人の参加を

　報告会を通じて、住民の皆さんがどの

ような分野に関心を持っているのかを知

ることができました。すぐには改善が難

しい項目もたくさんありますが、委員会

での調査活動や、議員個人の一般質問な

どを通じて、多くのご意見を政策に反映

できるよう議員一同が

んばります。

　消防団員のなり手が不足して
いる。女性の加入を促しては。

　各分団に機能別消防団や団員
ＯＢの組織化を求めていきます。

回答の全文はコチラ

テーブルごとの懇談で多くの意見が出されました

ご意見
ありがとう
ございました

18項目
213件の

第
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回

議
会
報
告
会

　小中学校へのエアコン設置を

早く。

　町は３年計画で設置する予定

ですが、議会としても前倒しの設

置を求めていきます。

　農業の後継者問題が緊急の課

題である。今後の農村・農家対策

の将来像を示してもらいたい。

　町の基幹産業である農業・農

村対策を行政とともに考える必要

があると考えます。

　役場の受付に手話ができる人

がほしい。

　通訳者を小郡市と共有できる

ように進めていましたが、実施に

いたっていません。職員に手話に

関する講座の受講を促すことを

求めていきます。

　地元に働く場所が少ない。雇

用が増えないと若い人が定住し

ない。

　企業誘致できる周辺整備を考

えて行きます。

　若い人の参加が少ない。若い

人の意見を取り上げる取り組み

を。

　参加しやすい日時の設定や、

PTAなど各種団体との意見交換

に積極的に取り組みます。

　買い物などに困っている。コ
ミュニティバスを運行してもら
いたい。

　大刀洗校区では、買い物や通
院などの支援としてコミュニティ
バスが運行されています。議会と
しても実施に向けて調査・研究を
進めます。

　町には防災無線もない。設置
できないか。

　屋外放送型は伝達されにくい
との問題もあり、町は、戸別受信
機導入に向けて検討中です。

　30年先を考えると町の財政負
担が増えるのでは。本郷はアパー
トも多く、必要ないと思うが。

　満室状態を長く維持すること
で、黒字になるように計画されて
います。地元の要望なども含めて
慎重に進めるよう求めます。

　学力など教育がしっかりして
いると、魅力を感じて、町への
転入者も増えるのではないか。

　学力の向上や子育て環境の充
実は、転入する際の判断材料の
一つと言えます。魅力あるまちづ
くりを求めていきます。

注）来年度の小中全校設置に向け、
　　９月議会で設計委託料が計上されました。

ご意見ご意見

ご意見

ご意見

ご意見

議会議会

ご意見

議会

ご意見
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ご意見

議会

ご意見

議会

ご意見

議会

議会
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議会の活性化を進めるために

　日向市では、市民の視点で考え行動する議
会を掲げ、短期、中期、長期の目標を設定し、
系統的に議会改革に取り組んでいます。7年
をかけ議会のあり方を議論し、29年に議会
基本条例を定めました。制定後2年をめどに
検証を行う予定です。
　議会報告会は、毎年9月、市内12か所で開
催し、議員を4班に分けて担当しています。た
だし地元の校区は担当せず、議員全員が全市
に責任を持つ体制でした。寄せられた意見は
整理して市長にも提出するとのことでした。
　市庁舎と議場は今年新築され、議席は半
円形で議論しやすい配置となっていました。

　佐伯市は、平成17年、1市5町3村の合併
により九州で最も面積が広い自治体となり
ました。
　佐伯市議会では、平成27年から30回近く
の会議を行い、議会基本条例の検証、報酬の
検討、議員の研修のあり方などを協議してき
ました。政策立案も積極的で、空き家対策に
関する研究や、公共交通に関する提言が条例
として実を結んでいます。
　議会モニターは、個人20名と別に市内団
体からも30名選出し、多様な意見を反映さ
せるよう制度の充実が進められていました。

ココを
生かす

・大刀洗町でも観光資源や地元食材
の活用などで町おこしを推進
・議会として災害発生時の対応の充
実、具体化

ココを
生かす

・紙おむつのリサイクル、生ごみの
堆肥化の検討
・行政と住民が一体となった環境づ
くり

・議会報告会での意見集約、回答の
仕分け
・政策研究、提言の仕組みづくり
・議会のありかたについて、議員内
の研修

ココを
生かす

議会運営委員会

宮崎県日向市

紙おむつのリサイクル化

広報手段の多様化と編集体制の改善

7
23

災害復旧と町の復興は（南阿蘇村）

環境のまちづくり（水俣市）

7
18

自然を生かした観光と復興のあゆみは

　綾町は、人口7000人の山間地で、地元
の資源を活用した町おこしで注目を集めて
います。
　地元産の食材を学校給食や公共施設の食
堂で利用したり、国の補助を活用し、吊り
橋やスポーツ施設を整備し、観光客や利用
者を誘致しています。空き家改修補助など
で定住も推進し、自然と調和した豊かな教
育都市を掲げ、産・学・住に重きを置いた
活力ある事業が推進されていました。

　阿蘇大橋など、被災の大きかった現場を
視察し、行政の対応について説明を受けま
した。大橋や南阿蘇鉄道など、２年後を目
標に復旧を目指していますが、被害が大き
いため、復興には今後も長期の取り組みが

必要と感じました。また、地元の消防団
は、災害発生時から救助、給水、交通整
理、物資の搬入など多くの活動を担ってい
るが、団員数は定員を下回っており、団員
の確保が課題とのことでした。

建設経済委員会

自然を生かした
　　　　観光づくり（宮崎県綾町）

7
17

8
2

ゴミ処理の今後は

　大牟田市のトータル・ケアシステム（株）で
は、病院などから排出された紙おむつを加
工し、パルプ、プラスチック、土壌改良剤
などで再利用しています。質が高いため人
気が高く、焼却に比べCO2の排出量が４割
削減できるとのことです。
　みやま市と大木町は自治体で紙おむつを
分別収集し、この事業所に処理を委託して
います。当町も分別していますがリサイク
ルは行っていません。ごみ減量と合わせて
今後の課題です。

　昭和30年代、水俣病が発生し、多くの
被害者を出すと同時に、地域が分断された
反省をもとに、平成４年に環境モデル都市
づくりを宣言し、住民とともにゴミを作ら

ない、出さない町づくりを進めています。
　平成５年に300回以上の住民説明会を実
施して20品目分別を開始し、生ごみの堆
肥化も進め、リサイクル率は40％を超え
ています。

総務文教厚生委員会

議会広報委員会

8
1

大分県佐伯市7
24

受け入れました

　議会改革や広報活動について、
全国の議会からの視察を受け入れ、
活発に意見交換しています。 視察を

視察

熊本県多良木町 議会運営

石川県志賀町　　  議会運営、広報

熊本県長洲町 議会広報

広島県東広島市 議会広報

8～10
月 　広報委員会では、議会だよりの発行や、

フェイスブックでの情報発信を進めていま
す。今年度は、編集マニュアルの充実や、
ホームページの改善、より分かりやすい紙面
づくりなど具体化を図っています。

地震のつめあとが生々しい（南阿蘇村）

再生パルプは建材としても利用（大牟田市）

半円形で議論しやすいつくり

広報の専門紙でも取り組みが紹介
されました

東広島市議会のみなさん（10月）
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パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

次回定例会の予定

12月6日（木）～17日（月）

    12月10日（月）、11日（火）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

ページ

更新中です

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索
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